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　地球型惑星の形成過程を解明するには、円盤内側の構造を知ることが重要である。原始惑星系円盤の内側領

域の温度は降着加熱によって決定されると考えられている。降着加熱において、円盤ガス降着時のエネル

ギーが円盤内の乱流によって散逸すると考えられてきた。原始惑星系円盤の乱流は円盤内部でエネルギー散逸

を起こすために熱が円盤内に蓄積し、ガス温度を効率よく上昇させる。しかし近年の研究によれば、円盤内側

の領域(数AU)では非理想磁気流体効果が乱流を抑制し、むしろ円盤風の磁気応力によってガス降着が起こ

る。この時エネルギー散逸は円盤風の磁場のジュール加熱によって起こると考えられる。 

 

　本研究の目的は、非理想磁気流体効果を考慮し降着加熱を調べ、円盤内側領域の温度構造を明らかにするこ

とである。本研究では局所計算領域における非理想磁気流体力学シミュレーションを行い、得られたエネル

ギー散逸(加熱)分布から鉛直方向の温度分布を計算した。計算の結果、基本的に円盤上層(赤道面から3ス

ケールハイト程度)で加熱がおきるために従来の乱流円盤モデルよりも降着加熱が非効率的となることが分

かった。また降着時に発生するエネルギーの８０%程度が円盤風として流出する。これらの理由から照射加熱

が円盤温度を決定づけるということが分かった。 発表では計算結果に基づいた温度モデルから水スノーライン

の時間進化を計算し、地球の形成過程についても議論する。
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